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第33回箕田地区町民ジョギング＆ウォーク大会

54
vol.

問合せ 地域協働課 　059-382-8695

参加した人たちの感想

和の街箕田地域づくり協議会

地域づくり研修生の一言

地域づ
くり

研修生
が

つくる
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　「普段はあまり運動をしない
ので、身体を動かす良い機会で
した」「いつも友だちと参加して
いて、毎年楽しみにしています。
来年も絶対に参加したいです」
などの感想がありました。
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／
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。
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だ
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。
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レ
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グ
カ
ー「
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A
」、

新
時
代
へ

　
「
V
I
T
A-

0
1
」（
ヴ
ィ
ー
タ
・
ゼ
ロ

ワ
ン
）は
、2
0
1
0
年
に
誕
生
し
た
レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
。ウ
エ
ス
ト
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

ズ
株
式
会
社（
住
吉
町
）が
独
自
に
企
画
・

開
発
し
た
マ
シ
ン
で
す
。国
内
屈
指
の
技
術

力
を
誇
る
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
注
ぎ
込
ま

れ
た
本
格
的
な
車
体
と
足
回
り
は
、搭
載

さ
れ
る
1
5
0
0
㏄
市
販
車
エ
ン
ジ
ン
と

相
ま
っ
て
初
心
者
で
も
扱
い
や
す
く
、そ
れ

で
い
て
サ
ー
キ
ッ
ト
を
走
る
喜
び
を
十
分

に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

現
在
ま
で
実
に
約
4
3
0
台
が
製
造
さ

れ
、ウ
エ
ス
ト
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
ズ
の
衣
鉢

を
継
ぐ
V
I
T
A 

C
L
U
B
株
式
会
社
の

プ
ロ
モ
ー
ト
に
よ
り
、全
国
の
サ
ー
キ
ッ

ト
は
も
と
よ
り
、海
外
で
も「
V
I
T
A
」

の
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
の
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
、そ
の
第
二
世
代
と
し
て

「
V
I
T
A-

0
2
」が
完
成
。

新
型
エ
ン
ジ
ン
、手
元
で
変

速
が
で
き
る
パ
ド
ル
シ
フ
ト
、

頭
部
保
護
装
置
な
ど
パ

ワ
ー
・
操
縦
性
・
安
全
性
が

よ
り
強
化
さ
れ
、大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

V
I
T
A
シ
リ
ー
ズ
は
、本

市
の
産
業
に
お
け
る
偉
大

な
工
業
製
品
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
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　幅広い世代が参加する、箕田地区の一
大イベントです。
　私自身もこどもの頃に何度も参加した
ことがありますが、その時から変わらず、
地域の方々から愛されているイベントだ
なと感じました。

ひと・まち・ モータースポーツモータースポーツ

地域づくり

最後には
お楽しみ
抽選会も！

VITA-02

炊き出しの
豚汁は
絶品！

　今大会で33回目を迎えるジョギング＆ウォーク大会は、地
域住民の絆づくりと青少年の健全育成を目的として毎年開催
されています。例年多くの人が参加しており、活気溢れるイベン
トとなっています。
　各種目の表彰のほかにも、
炊き出し訓練として豚汁が
振る舞われたり、お楽しみ抽
選会があったりと、イベント
は大盛り上がりでした。
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